
【表紙】

【提出書類】 有価証券報告書の訂正報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の２第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成22年６月21日

【事業年度】 第16期（自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）

【会社名】 クオール株式会社

【英訳名】 Ｑｏｌ Ｃｏ．，Ｌｔｄ．

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　中村　勝

【本店の所在の場所】 東京都港区虎ノ門四丁目３番１号　城山トラストタワー37
階

【電話番号】 ０３－６４３０－９０６０

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部長　　福滿　清伸

【最寄りの連絡場所】 東京都港区虎ノ門四丁目３番１号　城山トラストタワー37
階

【電話番号】 ０３－６４３０－９０６０

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部長　　福滿　清伸

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所（大阪市中央区北浜一丁目８番
16号）

EDINET提出書類

クオール株式会社(E03476)

訂正有価証券報告書

 1/10



１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成20年６月27日に提出した第16期（自　平成19年４月1日　至　平成20年3月31日）有価証券報告書および平成21年６月

24日に提出いたしました有価証券報告書の訂正報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正

するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

　

２【訂正事項】
　第一部　企業情報

　　第５　経理の状況

　　　　１　連結財務諸表等

　　　　　（１）連結財務諸表　

　　　　　　注記事項　

　          （税効果会計関係）

　　　　　　　関連当事者との取引

　　　　２　財務諸表等

　　　　　（１）財務諸表

　　　　　　注記事項

　　　　　　（税効果会計関係）　

EDINET提出書類

クオール株式会社(E03476)

訂正有価証券報告書

 2/10



３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿線で示しております。

　

　第一部【企業情報】

　第５【経理の状況】

　　１【連結財務諸表等】

　　（１）【連結財務諸表】　

　　　注記事項　

　　　（税効果会計関係）

　（訂正前）　

前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の

内訳

（千円）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の

内訳

（千円）

繰延税金資産     

賞与関連費用 157,005

繰越欠損金 131,997

退職給付引当金繰入超過額　 44,803

のれん償却超過額　 10,135

確定拠出年金関連費用 11,959

未払事業税及び事業所税 18,867

貸倒引当金 3,828

その他 46,650

繰延税金資産小計 425,247

評価性引当額 △117,450

繰延税金資産合計 307,796

繰延税金負債     

その他有価証券評価差額金 △2,127

繰延税金負債合計 △2,127

繰延税金資産（負債）の純額 305,668

繰延税金資産     

賞与関連費用 289,785

繰越欠損金 93,597

退職給付引当金繰入超過額 33,015

確定拠出年金関連費用 65,390

未払事業税及び事業所税 37,273　

貸倒引当金 3,983

その他 78,421

繰延税金資産小計 601,469

評価性引当額 △121,174

繰延税金資産合計 480,295

繰延税金負債     

資産調整勘定 △48,164

その他有価証券評価差額金　 △1,757

繰延税金負債合計 △49,921

繰延税金資産（負債）の純額 430,372

繰延税金資産の純額は連結貸借対照表の以下の項目に含

まれております。

繰延税金資産の純額は連結貸借対照表の以下の項目に含

まれております。

流動資産 185,218

固定資産 120,449

流動資産 353,858

固定資産 76,514
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前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

法定実効税率 40.5％

（調整）     

のれん償却額 4.2％

評価性引当額　 3.4％

永久に益金又は損金に算入されない金額 1.6％

住民税等均等割 4.2％

その他　 △1.0％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 52.9％

 

法定実効税率 40.5％

（調整）     

のれん償却額 5.8％

永久に益金又は損金に算入されない金額 1.9％

住民税等均等割 4.8％

減損損失　 1.8％

持分法投資損益 △1.0％

その他 △1.8％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 52.0％

 

　

　　　（税効果会計関係）

　（訂正後）

前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の

内訳

（千円）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の

内訳

（千円）

繰延税金資産     

賞与関連費用 157,005

繰越欠損金 131,997

退職給付引当金繰入超過額　 44,803

のれん償却超過額　 10,135

確定拠出年金関連費用 11,959

未払事業税及び事業所税 18,867

貸倒引当金 3,828

その他 46,650

繰延税金資産小計 425,247

評価性引当額 △117,450

繰延税金資産合計 307,796

繰延税金負債     

その他有価証券評価差額金 △2,127

繰延税金負債合計 △2,127

繰延税金資産（負債）の純額 305,668

繰延税金資産     

賞与関連費用 289,785

繰越欠損金 93,597

退職給付引当金繰入超過額 33,015

確定拠出年金関連費用 65,390

未払事業税及び事業所税 37,273　

減損損失　 235,608

貸倒引当金 6,535

その他 10,710

繰延税金資産小計 771,918

評価性引当額 △291,623

繰延税金資産合計 480,295

繰延税金負債     

資産調整勘定 △48,164

その他有価証券評価差額金　 △1,757

繰延税金負債合計 △49,922

繰延税金資産（負債）の純額 430,372
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前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

繰延税金資産の純額は連結貸借対照表の以下の項目に含

まれております。

繰延税金資産の純額は連結貸借対照表の以下の項目に含

まれております。

流動資産 185,218

固定資産 120,449

流動資産 353,858

固定資産 76,514

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

法定実効税率 40.5％

（調整）     

のれん償却額 4.2％

評価性引当額　 3.4％

永久に益金又は損金に算入されない金額 1.6％

住民税等均等割 4.2％

その他　 △1.0％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 52.9％

 

法定実効税率 40.5％

（調整）     

のれん償却額 5.8％

永久に益金又は損金に算入されない金額 1.7％

住民税等均等割 4.8％

評価性引当額の増減　 2.3％

持分法投資損益 △1.0％

その他 △2.1％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 52.0％

 

　　

　　【関連当事者との取引】

　（訂正前）　

前連結会計年度（自平成18年４月１日　至平成19年３月31日）

（１）法人主要株主等

属性
会社等の
名称

住所
資本金又
は出資金
(百万円)

事業の内
容又は職
業

議決権等の
所有(被所
有)割合
（％）

関係内容

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)役員の

兼任等
事業上の
関係

法人主要

株主

㈱クラヤ

三星堂

東京都中

央区
100

医薬品等

卸売業
― ―

当社及び当

社子会社の

医薬品他仕

入先

医薬品

他の仕入
5,162,397

買掛金

未払金

1,290,800

7,068

法人主要

株主

㈱やまひ

ろクラヤ

三星堂

山梨県巨

摩郡
57

医薬品等

卸売業

（被所有）

間接7.4
―

当社及び当

社子会社の

医薬品他仕

入先

医薬品

他の仕入
519,657　

買掛金

未払金

133,650

629

（２） 役員及び個人主要株主等

属性
会社等の
名称

住所
資本金又
は出資金
(百万円)

事業の内
容又は職
業

議決権等の
所有（被所
有）割合
（％）

関係内容

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)役員の

兼任等
事業上の
関係

 役員 戸谷雅美 ― ―
当社監査

役 
― ― 　 ― 弁護士報酬 1,000未払金 1,050

　（注）１．上記（１）から（２）の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含ま

れております。

　　　　２．監査役戸谷雅美氏は平成19年６月28日開催の当社定時株主総会の終結時をもちまして当社の監査役を退任して

おります。
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　　　　３．取引条件及び取引条件の決定方針等

　　　　①　当社と関係を有しない一般取引先と同様の条件によっています。

 　　　 ②  ㈱クラヤ三星堂及び㈱やまひろクラヤ三星堂は、当社の法人主要株主（被所有割合15.2％、うち間接被所有

割合13.8％）である㈱メディセオ・パルタックホールディングスの完全子会社であります。

当連結会計年度（自平成19年４月１日　至平成20年３月31日）

（１）法人主要株主等

属性
会社等の
名称

住所
資本金又
は出資金
(百万円)

事業の内
容又は職
業

議決権等の
所有(被所
有)割合
（％）

関係内容

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)役員の

兼任等
事業上の
関係

法人主要

株主

(株)クラ

ヤ三星堂

東京都中

央区
100

医薬品等

卸売業

(被所有)

間接38.3 
―

当社及び当

社子会社の

医薬品他仕

入先

医薬品

他の仕入
7,931,437

買掛金

未払金

2,407,854

15,287

法人主要

株主

㈱潮田ク

ラヤ三星

堂

茨城県水

戸市
98

医薬品等

卸売業

（被所有）

間接38.3
―

当社及び当

社子会社の

医薬品他仕

入先

医薬品

他の仕入
1,415,744

買掛金

未払金

581,089

2,891

　（注）１．上記（１）の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれておりま

す。

 　　　 ２．取引条件及び取引条件の決定方針等

　　　　①　当社と関係を有しない一般取引先と同様の条件によっています。

 　　　 ②  ㈱クラヤ三星堂及び㈱潮田クラヤ三星堂は、当社の法人主要株主（被所有割合38.3％、うち間接被所有割合

6.7％）である㈱メディセオ・パルタックホールディングスの完全子会社であります。

　（訂正後）

前連結会計年度（自平成18年４月１日　至平成19年３月31日）

（１）法人主要株主等

　　　該当事項はありません。　

（２）役員及び個人主要株主等

属性
会社等の
名称

住所
資本金又
は出資金
(百万円)

事業の内
容又は職
業

議決権等
の所有
（被所
有）割合
（％）

関係内容

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)役員の

兼任等
事業上の
関係

 役員 戸谷雅美 ― ―
当社監査

役 
― ― 　 ―

弁護士報

酬
1,000未払金 1,050

（３）子会社等

　　　該当事項はありません。

（４）兄弟会社等　

属性
会社等の
名称

住所
資本金又
は出資金
(百万円)

事業の内
容又は職
業

議決権等の
所有(被所
有)割合
（％）

関係内容

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)役員の

兼任等
事業上の
関係

法人主要

株主の子

会社

㈱クラヤ

三星堂

東京都中

央区
100

医薬品等

卸売業
― ―

当社及び当

社子会社の

医薬品他仕

入先

医薬品

他の仕入
5,162,397

買掛金

未払金

1,290,800

7,068

法人主要

株主の子

会社

㈱やまひ

ろクラヤ

三星堂

山梨県巨

摩郡
57

医薬品等

卸売業

（被所有）

間接4.6
―

当社及び当

社子会社の

医薬品他仕

入先

医薬品

他の仕入
519,657　

買掛金

未払金

133,650

629

　（注）１．取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。

　　　　２．監査役戸谷雅美氏は平成19年６月28日開催の当社定時株主総会の終結時をもちまして当社の監査役を退任して

おります。

　　　　３．取引条件及び取引条件の決定方針等

　　　　①　当社と関係を有しない一般取引先と同様の条件によっています。

 　　　 ②  ㈱クラヤ三星堂及び㈱やまひろクラヤ三星堂は、当社の法人主要株主（被所有割合15.2％、うち間接被所有

割合13.8％）である㈱メディセオ・パルタックホールディングスの完全子会社であります。
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当連結会計年度（自平成19年４月１日　至平成20年３月31日）

（１）法人主要株主等

　　　該当事項はありません。　

（２）役員及び個人主要株主等

　　　該当事項はありません。

（３）子会社等

　　　該当事項はありません。　

（４）兄弟会社等　

属性
会社等の
名称

住所
資本金又
は出資金
(百万円)

事業の内
容又は職
業

議決権等の
所有(被所
有)割合
（％）

関係内容

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)役員の

兼任等
事業上の
関係

その他の

関係会社

の子会社

(株)クラ

ヤ三星堂

東京都中

央区
100

医薬品等

卸売業
― ―

当社及び当

社子会社の

医薬品他仕

入先

医薬品

他の仕入
7,931,437

買掛金

未払金

2,407,854

15,287

その他の

関係会社

の子会社

㈱潮田ク

ラヤ三星

堂

茨城県水

戸市
98

医薬品等

卸売業
― ―

当社及び当

社子会社の

医薬品他仕

入先

医薬品

他の仕入
1,415,744

買掛金

未払金

581,089

2,891

　（注）１．取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。

 　　　 ２．取引条件及び取引条件の決定方針等

　　　　①　当社と関係を有しない一般取引先と同様の条件によっています。

 　　　 ②  ㈱クラヤ三星堂及び㈱潮田クラヤ三星堂は、当社の法人主要株主（被所有割合38.9％、うち間接被所有割合

6.7％）である㈱メディセオ・パルタックホールディングスの完全子会社であります。　
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　　２【財務諸表等】

　　（１）【財務諸表】　

　　　注記事項　

　　　（税効果会計関係）

　（訂正前）　

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当事業年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の

内訳

（千円）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の

内訳

（千円）

繰延税金資産     

賞与関連費用 111,478

減損損失 21,451

未払事業税及び事業所税　 14,756

子会社株式評価損　 20,250

のれん償却超過額　 10,135

確定拠出年金関連費用 11,044

貸倒引当金 66,410

その他 76

繰延税金資産小計 255,603

評価性引当額 △82,831

繰延税金資産合計 172,771

繰延税金負債     

その他有価証券評価差額金 △2,460

繰延税金負債合計 △2,460

繰延税金資産（負債）の純額 170,311

繰延税金資産     

賞与関連費用 255,923

減損損失 42,854

未払事業税及び事業所税 32,972

子会社株式評価損 20,249

確定拠出年金関連費用 64,985　

貸倒引当金 66,486

その他 6,371

繰延税金資産小計 489,842

評価性引当額 △82,744

繰延税金資産合計 407,098

繰延税金負債     

資産調整勘定 △48,164

その他有価証券評価差額金　 △1,757

繰延税金負債合計 △49,922

繰延税金資産（負債）の純額 357,175

繰延税金資産の純額は貸借対照表の以下の項目に含まれ

ております。

繰延税金資産の純額は貸借対照表の以下の項目に含まれ

ております。

流動資産 139,558 千円

固定資産 30,752 千円

流動資産 320,155 千円

固定資産 37,019 千円
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前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当事業年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

法定実効税率 40.5％

（調整）     

子会社貸倒引当金 1.0％

永久に益金又は損金に算入されない金額 2.0％

住民税均等割 5.3％

その他　 △0.6％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 48.2％

 

法定実効税率 40.5％

（調整）     

永久に益金又は損金に算入されない金額 2.0％

住民税均等割 5.7％

のれん償却 4.6％

減損損失　 2.3％

情報基盤強化税制税額控除 △1.9％

その他 0.6％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 53.8％

 　

　

　　　（税効果会計関係）

　（訂正後）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当事業年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の

内訳

（千円）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の

内訳

（千円）

繰延税金資産     

賞与関連費用 111,478

減損損失 21,451

未払事業税及び事業所税　 14,756

子会社株式評価損　 20,250

のれん償却超過額　 10,135

確定拠出年金関連費用 11,044

貸倒引当金 66,410

その他 76

繰延税金資産小計 255,603

評価性引当額 △82,831

繰延税金資産合計 172,771

繰延税金負債     

その他有価証券評価差額金 △2,460

繰延税金負債合計 △2,460

繰延税金資産（負債）の純額 170,311

繰延税金資産     

賞与関連費用 255,923

減損損失 210,758

未払事業税及び事業所税 32,972

子会社株式評価損 20,249

確定搬出年金関連費用 64,985　

貸倒引当金 68,874

その他 6,371

繰延税金資産小計 660,135

評価性引当額 △253,037

繰延税金資産合計 407,098

繰延税金負債     

資産調整勘定 △48,164

その他有価証券評価差額金　 △1,757

繰延税金負債合計 △49,922

繰延税金資産（負債）の純額 357,175
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前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当事業年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

繰延税金資産の純額は貸借対照表の以下の項目に含まれ

ております。

繰延税金資産の純額は貸借対照表の以下の項目に含まれ

ております。

流動資産 139,558 千円

固定資産 30,752 千円

流動資産 320,155 千円

固定資産 37,019 千円

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

法定実効税率 40.5％

（調整）     

子会社貸倒引当金 1.0％

永久に益金又は損金に算入されない金額 2.0％

住民税均等割 5.3％　

その他 △0.6％　

税効果会計適用後の法人税等の負担率 48.2％

 

法定実効税率 40.5％

（調整）     

永久に益金又は損金に算入されない金額 2.0％

住民税均等割 5.7％

のれん償却　 4.6％

評価性引当額の増減 2.4％

情報基盤強化税制税額控除 △1.9％

その他 0.1％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 53.4％
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